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表
１
　
大
気
中
の
C
ｒｙ
ｊ１
測
定
に
要
す
る
必
要
最
少
時
間

　
　
　
　
(表
面
プ
ラ
ズ
モ
ン
法
）

大
気
試
料
か
ら
C
ry
 j
 1
の
抽
出

1
5
　
分

花
粉
等
の
浮
遊
粒
子
と
抽
出
液
の
分
離

1
0

表
面
プ
ラ
ズ
モ
ン
装
置
に
よ
る
C
ry
 j
 1
の
定
量
　
　
　
　
　
　
1
0

C
ry
 j
 1
を
セ
ン
サ
ー
チ
ッ
プ
か
ら
遊
離

1
ラ
ン
ニ
ン
グ
液
で
セ
ン
サ
ー
チ
ッ
プ
を
再
生
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
計
　
　
　
　
　
　
　
3
7
　
分

E
L
IS
A
用
プ
レ
ー
ト
に
C
ry
 j
 1
抗
体
を
固
相
化
す
る
　
　
　
　
　
　
　
2
時
間

　
　
洗
浄

ウ
シ
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
で
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ

2
　
　
洗
浄

大
気
抽
出
試
料
を
注
入

2
　
　
洗
浄

ビ
オ
チ
ン
標
識
C
ry
 j
 1
抗
体
処
理

2
洗
浄

ア
ル
カ
リ
ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
標
識
ア
ビ
ジ
ン
処
理
2

　
　
洗
浄

酵
素
基
質

0
.5

　
吸
光
度
測
定

0
.1

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
.6
時
間

表
２
　
大
気
中
の
C
ｒｙ
ｊ１
測
定
に
要
す
る
必
要
時
間

　
　
　
　
(E
L
IS
A
法
）
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デ
ー
タ

・
K
H
-3
00
0 
個
/m
3
  
  
・
・・
　
72
0デ
ー
タ

・
C
ry
 j
 1
  
　
個
/ 
m
3　
・・
・
　
72
0デ
ー
タ

■
最
適
パ
ラ
メ
ー
タ
導
出

次
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　

–　
20

遅
れ
時
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　

–　
20

近
傍
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　

–　
20

埋
込
デ
ー
タ
・

前
半
部
（
36
0
デ
ー
タ
）：
学
習
デ
ー
タ

後
半
部
（
36
0
デ
ー
タ
）：
予
測
デ
ー
タ

予
測
デ
ー
タ

予
測
間
隔

1　
,  
3 
 , 
 2
4

評
価
方
法
相
関
係
数
, 
R
M
S
E
＊

*
R
M
S
E
: 
R
o
o
t 
M
ea
n 
S
qu
ar
e 
E
rr
o
r （
平
均
２
乗
平
方
根
誤
差
）

　
　
　
　
R
M
S
E
 =
 √
(∑
(F
i-
A
i)2
/N
)

表
４
　
予
測
結
果

リ
ア
ル
タ
イ
ム
花
粉
モ
ニ
タ
ー

(K
H

-3
0 0

0)
 
ス
ギ
花
粉
数
（

C
r y

 j 
1粒
子
数
）

1
時
間
先
　
C
o
r　
　
　
0
. 8
5
2
8
8

R
M
S
E
  
0
. 8
4
6
3
5

3
時
間
先
　
C
o
r　
　
　
0
. 7
4
9
1
0

R
M
S
E
  
  
  
  
  
0
.7
4
7
9
7
 

2
4
時
間
先
C
o
r,
R
M
S
E
  
  
0
.4
4
9
0
6
 　

　

1
時
間
先
　
C
o
r,
 R
M
S
E
 
0
.9
0
0
5
5

3
時
間
先
　
C
o
r,
 R
M
S
E
  
  
0
.7
2
3
9
2

2
4
時
間
先
C
o
r  
  
  
  
  
  
  
 0
.4
4
9
0
6

　
　
R
M
S
E
  
  
  
  
  
 0
.3
7
3
8
0

表
３
　
カ
オ
ス
で
予
想
す
る
際
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

C
o
r：
相
関
係
数
、
　
R
M
S
E
：
平
均
２
乗
平
方
根
誤
差
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